
韓
国
リ
ベ
．ラ
ル
勢
力
の
本
質

３
０
０
議
席
の
国
会
に
６
議

席
を
持

つ
統
合
進
歩
党

の
一

鰐

婚
氏
（
４２
Ｘ

ソ
ウ
ル
大
法

学
部

に
女
子
最
高
点

で
合
格

し
、
反
米
闘
争
に
身
を
投
じ
た

弁
護
士
だ
。

そ
ん
な
李
氏
が
、

「
５
議
席

以
上
の
政
党
候
補
」
と
い
う
公

選
法
の
参
加
資
格
を
満
た
し
、

全
国
に
生
放
送
さ
れ
る
番
組
で

有
力
２
候
補
と
均
等
の
発
言
機

会
を
得
た
。

李
氏
は
、
支
持
率
ト
ッ
プ
の

朴
氏
に
向
か

っ
て

「
私
は
朴
候

補
を
落
と
す
た
め
に
来
た
」
と

一
絲
い

嬬

弔

絋

唾

肝
一九
大

統
領
を

「
忠
誠
血
書
を
書
い
て

日
本
軍
将
校
に
な

っ
た

（
日
本

名
）
高
木
正
雄
。

（
日
韓
国
交

正
常
化
で
）
国
の
主
権
を
売
り

渡
し
た
」
と
非
難
。
対
北
政
策

を
め
ぐ

っ
て
は
、

「
あ
な
た
は

南
北
和
解
の
場
に
出
る
資
格
は

な
い
」

「
こ
れ
ま
で
の
南
北
合

意
を
守
る
意
思
は
あ
る
の
か
」

と
北
朝
鮮

の
主
張
を
代
弁
し

た
。統

合
進
歩
党
は
、
北
朝
鮮
の

弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
つ
い
て

「
実

用
衛
星
な
の
で
問
題
は
な
い
」

と
の
立
場
。
李
氏
は
、
こ
う
し

た
北
朝
鮮

一
辺
倒
の
姿
勢
を
民

主
統
合
党
の
文
氏
か
ら
追
及
さ

れ
る
と
、
反
論
す
る
過
程
で
韓

国
政
府
を
、
北
朝
鮮
側
の
常
と

う
句
で
あ
る

「
南
側
の
政
府
」

と
口
走

っ
た
。

統
合
進
歩
党
に
は
、
北
朝
鮮

の
指
令
を
受
け
る
地
下
組
織
に

属
し
た
幹
部
も
お
り
、
保
守
派

か
ら
は

「
従
北
勢
力
」
と
呼
ば

れ
る
。
北
朝
鮮
工
作
員
と
接
触

し
た
経
験
を
持
つ
地
下
組
織
の

元
リ
ー
ダ
ー
は
、

「
我
々
は
、

米
国
に
支
配
さ
れ
る
韓
国
で
革

命
を
起
こ
す
に
は
、
北
朝
鮮
の

力
を
借
り
る
し
か
な
い
と
考
え

た
」
と
話
す
。
軍
事
独
裁
と
戦

っ
た
１
９
８
０
年
代
、
こ
う
し

た
考
え
方
に
染
ま

っ
た
学
生
運

動
家
た
ち
が
、
今
で
は
政
界
、

法
曹
界
ヽ
学
界
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
で
要
職
に
就
い
て
い
る
と
い

一つ
。民

主
統
合
党
も
学
生
運
動
の

経
験
者
が
多
く
、
財
閥
改
革
、

富
裕
税
導
入
、
対
北
融
和
姿
勢

な
ど
政
策
の
方
向
性
は
統
合
進

歩
党

に
近
い
。

４
月
の
総
選
挙
で
は
選
挙
区

住
み
分
け
協
力
で
手
を
結
び

‐、

統
合
進
歩
党
な
ど
親
北
勢
力
の

伸ヽ
長
を
助
け
た
。
韓
国
を
保
守

と
と
も
に
三
分
す
る
リ
ベ
ラ
ル

勢
力
の
中
で

「
根

っ
こ
」
に
あ

る
親
北
勢
力
と
緩
く
つ
な
が

っ

て
い
る
。

リ
ベ
ラ
ル
勢
力
は
、
日
米
と

の
三
角
同
盟
強
化
に
距
離
を
置

き
、
北
朝
鮮
や
中
国

へ
の
接
近

を
重
視
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
勢
力
が
分
断
国
家

・

韓
国
で
選
挙
を
通
じ
て
勢
力
を

拡
大
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
も

影
響
を
お
よ
ぼ
す
。

韓
国
大
統
領
選
の
結
果
が
日

本
に
と

っ
て
重
要
な
意
味
を
持

つ
理
由
も
、
そ
こ
に
あ
る
。
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